
我
が
国
の
私
法
に
お
け
る

博

概
念
の
生
成
と

発
展
に
つ
い
て

西

原

慎

治

一

問
題
の
所
在

二

博

概
念
の
生
成
│
│

博
戯

な
ら
び
に

事

│
│

①

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
民
法
典
草
案
に
見
る

博
戯
（je

u

）

な
ら
び
に

事
（pari

）

②

事
と
射
倖
契
約
と
の
混
同
?
│
│
明
治
二
九
年
民
法
典
草
案
│
│

③

小

括

三

博

概
念
の
発
展

①

前

提

②

我
妻
説
に
つ
い
て

③

裁
判
例
の
変
遷

四

ま
と
め
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一

問
題
の
所
在

私
法
上
、
無
効
な
法
律
行
為
で
あ
る
こ
と
を
指
し
示
す
際
に
、
し
ば
し
ば
、
当
該
法
律
行
為
が

博

で
あ
る
か
ら
と
い
う
理

由
付
け
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
我
が
国
の
民
法
典
は
、

博
の
効
力
に
つ
い
て
明
確
な
規
定
を
置
か
な
い
が
、
こ
の
考
え
方
は
、

博

が
、
民
法
九
〇
条
の

公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
事
項
を
目
的
と
す
る
法
律
行
為

の
一
類
型
で
あ
る
と
い

う
解
釈
に
よ
っ
て

博

の
無
効
を
引
き
出
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
典
型
契
約
は
当
事
者
の
効
果
意
思
を
法
典
上
で
類
型
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
法
典
上
に
現
れ
な
い
概
念
で
あ
る

博

を
ど
の
よ
う
に
定
義
づ
け
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
日
の
我
々
は
、
明
確
な
解
答
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
せ
い
ぜ
い
、

博

と
は
、

民
法
九
〇
条
に
該
当
す
る
法
律
行
為
の
一
種

で
あ
る
と
か
、

違
法
な
射
倖
契
約
で
あ
る

程
度
の
意
識
で
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
思
考
方
法
は
、
以
下
の
よ
う
な
循
環
論
法
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、

博

と
は
、

民
法
九
〇
条
に
よ
っ
て
無
効
と
さ
れ
る
違
法
な
法
律
行
為
で
あ
る

と
し
た
場
合
に
、
他
方
に
お
い
て
、
民
法
九

〇
条
の
類
型
化
を
行
う
際
に
、
そ
の
一
例
と
し
て

博

を
挙
げ
て
し
ま
う
が
如
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

何
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
が
、
違
法
な
法
律
行
為
を

博

と
呼
称
し
よ
う

と
い
っ
た
形
で
の
お
ぼ
ろ
げ
な
感
覚
を
前
提
と
し
て
法
適
用
を
行
う

の
で
あ
れ
ば
、
あ
る
法
律
行
為
の
有
効
・
無
効
が
問
題
と
な
っ
た
際
に
、
無
効
と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
た
め
の
方
便
と
し
て
、

当
該
法
律
行
為
は
、

博

で
あ
る

と
断
じ
て
し
ま
え
ば
よ
い
だ
け
な
の
で
あ
る
。

博

の
効
力
を
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
に

無
効
で
あ
る
と
考
え
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
弊
害
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
歴
史
上
、
い
わ
ゆ
る

博
の
効
力
を
常
に

無
効
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
の
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
本
稿
で
は
、
私
法
上
、
法
典
に
は
存
在
し
な
い

博

と
い
う
講
学
上
の
概
念
が
、
我
が
国
に
登
場
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す
る
に
至
っ
た
契
機
と
、
現
在
に
至
る
ま
で
の

博

概
念
の
発
展
を
概
観
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
う
し
て
、
予
め
結
論

を
先
取
り
す
れ
ば
、
①

博

は
、

博
戯
（je

u,
S
piel

）

な
ら
び
に

事
（pari,

W
ette

）

と
い
う
別
個
の
概
念
を
一
括

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
登
場
し
た
概
念
で
あ
り
、
②
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、

博

と

射
倖
契
約

の
両
者
で
概
念
の
混

同
が
起
こ
る
の
も
当
然
で
あ
り
、
③
こ
う
し
た
誤
謬
が
、
今
日
の
現
代
型
取
引
の
私
法
上
の
効
力
を
考
え
る
上
で
根
本
的
な
問
題
と

し
て
潜
ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
本
稿
で
の
筆
者
の
主
張
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
、
我
が
国
の
私
法
上
、
ま
と
ま
っ
た
形
で

博

の
効
力
を
規
定
し
た
法
律
案
で
あ
る
ボ
ワ
ソ
ナ
ー

ド
旧
民
法
典
草
案
な
い
し
旧
民
法
典
（
明
治
二
三
年
）
を
起
点
と
し
て
、
そ
れ
と
現
行
民
法
典
と
直
接
の
連
続
性
を
有
す
る
新
民
法

典
（
明
治
二
九
年
）
草
案
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
民
法
典
に
至
り
本
質
的
に
変
容
し
た

博

概
念
の
内
実
を
指
し
示

す
。
そ
う
し
て
、
そ
の
後
、
現
行
民
法
典
に
は
遺
ら
な
か
っ
た

博

が
、
そ
の
後
の
学
説
・
裁
判
例
で
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ

れ
て
き
た
の
か
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二

博

概
念
の
生
成
│
│

博
戯

な
ら
び
に

事

│
│

①

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
民
法
典
草
案
に
見
る

博
戯
（je

u

）

な
ら
び
に

事
（p

ari

）

明
治
二
三
年
に
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
明
治
旧
民
法
典
は
、
財
産
取
得
編
第
七
章

射
倖
契
約

の
も
と
に
、
総
則
（
第
一
五
七
条

な
い
し
一
五
九
条
）
と
第
二
節
終
身
年
金
権
（
第
一
六
四
条
な
い
し
一
七
七
条
）
の
間
に
、
第
一
節
博
戯
及
ヒ

事
と
い
う
表
題
の
も

と
、
博
戯
、

事
な
ら
び
に
富
講
に
つ
い
て
四
箇
条
の
規
定
を
置
い
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
節

博
戯
及
ヒ

事
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第
一
六
〇
条

①
博
戯
ハ
博
戯
者
ノ
勇
気
、
力
量
、
巧
技
ヲ
発
達
ス
可
キ
性
質
ナ
ル
体
軀
運
動
ヲ
目
的
ト
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
其
義
務
履
行
ノ

為
メ
訴
権
ヲ
許
サ
ス

②

事
ニ
基
ク
訴
権
ハ
右
ノ
如
キ
体
軀
運
動
ヲ
為
ス
人
ノ
為
メ
又
ハ

者
ノ
直
接
ニ
関
係
ス
ル
農
工
商
業
ノ
進
歩
ノ
為
メ
ニ

非
サ
レ
ハ
亦
之
ヲ
許
サ
ス

③
右
ノ
博
戯
又
ハ

事
ニ
於
テ
諾
約
シ
タ
ル
金
額
又
ハ
有
価
物
カ
事
情
ニ
照
シ
テ
過
度
ナ
リ
ト
見
ユ
ル
ト
キ
ハ
裁
判
所
ハ
之

ヲ
減
少
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
シ
テ
全
ク
其
請
求
ヲ
棄
却
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
一
六
一
条

①
前
条
ノ
場
合
ノ
外
博
戯
及
ヒ

事
ハ
自
然
義
務
ヲ
モ
生
セ
ス
且
其
債
務
ノ
追
認
、
更
改
又
ハ
保
証
ハ
総
テ
無
効
ナ
リ

②
然
レ
ト
モ
右
博
戯
又
ハ

事
ニ
因
ル
有
能
力
者
ノ
任
意
ノ
弁
済
ハ
之
ヲ
取
戻
ス
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
但
勝
者
ニ
於
テ
詐
欺
又
ハ

欺
瞞
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス

第
一
六
二
条

①
官
許
ヲ
得
サ
ル
富
講
ハ
訴
権
ナ
キ
博
戯
及
ヒ

事
ト
同
視
ス

②
商
品
又
ハ
公
ノ
証
券
ノ
投
機
ノ
定
期
売
買
ニ
付
テ
モ
初
ヨ
リ
当
事
者
カ
諾
約
シ
タ
ル
金
額
又
ハ
有
価
物
ノ
引
渡
及
ヒ
弁
済

ヲ
実
行
ス
ル
ニ
意
ナ
ク
単
ニ
相
場
昻
低
ノ
差
額
ヲ
計
算
ス
ル
ノ
ミ
ヲ
目
的
ト
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
被
告
ニ
証
ス
ル
ト
キ
モ
亦
同
シ

第
一
六
三
条

前
二
条
ノ
場
合
ニ
於
テ
被
告
ヨ
リ
無
効
ノ
抗
弁
ヲ
申
立
テ
サ
ル
ト
キ
ハ
判
事
ハ
職
権
ヲ
以
テ
其
無
効
ヲ
言
渡
ス
コ
ト
ヲ
得
但

契
約
又
ハ
請
求
ニ
於
テ
博
戯
、
富
講
又
ハ
相
場
差
額
ノ

事
カ
債
務
ノ
原
因
タ
ル
コ
ト
ヲ
明
言
セ
シ
ト
キ
ニ
限
ル

こ
の
よ
う
に
、
わ
が
旧
民
法
典
に
は
、
博
戯
、

事
等
の
効
力
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
て
、
こ
れ

ら
の
規
定
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
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は
、
わ
が
旧
民
法
典
と
同
様
に
、
射
倖
契
約
と
の
表
題
の
も
と
、
そ
の
総
則
的
規
定
を
置
き
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
九
六
四
条
）、
そ
れ

に
続
く
一
九
六
五
条
以
下
に
、
博
戯
・

事
に
関
す
る
規
定
を
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
条
文
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
と
日
本
旧
民
法
典
で
は
、
多
少
の
差
異
が
存
す
る
。
と
い
う
の
も
、
フ
ラ

ン
ス
民
法
典
は
、
博
戯
・

事
を
原
則
無
効
と
し
た
上
で
の
規
定
を
置
く
が
、
上
に
挙
げ
た
日
本
旧
民
法
典
に
あ
っ
て
は
、
多
少
異

な
っ
た
条
文
の
規
定
の
仕
方
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
が
あ
る
契
約
を
有
名
契
約
と
し
て
規
定
す
る

か
ら
に
は
、
そ
れ
は
債
権
・
債
務
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
が
原
則
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
博
戯
、

事
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
法

の
よ
う
に
無
効
を
原
則
と
す
る
規
定
か
ら
は
じ
め
る
の
は
奇
怪
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本

旧
民
法
典
は
、
博
戯
、

事
と
い
え
ど
も
、
私
的
自
治
の
原
則
な
い
し
契
約
自
由
の
原
則
に
忠
実
に
立
法
を
行
お
う
と
し
て
い
た
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
博
戯
、

事
と
は
何
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
博
戯
と
は
、
敗
者
が
勝
者
に
対
し
て
一
定

の
価
額
を
支
払
う
約
定
を
も
っ
て
互
い
に
勝
負
を
争
う
こ
と
を
言
い
、

事
と
は
、
過
去
ま
た
は
未
来
に
関
す
る
あ
る
事
実
に
つ
い

て
反
対
の
意
見
を
有
す
る
者
が
、
そ
の
事
実
に
反
す
る
意
見
を
有
す
る
者
よ
り
相
手
方
に
対
し
て
一
定
の
価
額
を
支
払
う
約
定
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
た
と
え
ば
、

事
の
場
合
、
あ
る
日
時
以
前
に
、
特
定
の
船
舶
が
香
港
か
ら
横
浜
に
到
着
し
た
場
合
に

は
、
乙
は
甲
に
対
し
て
金
一
〇
〇
円
を
支
払
う
が
、
そ
の
日
時
以
降
に
到
着
し
た
場
合
に
は
、
甲
が
乙
に
対
し
て
一
〇
〇
円
を
支
払

う
と
い
っ
た
約
定
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
約
定
は
無
効
で
あ
り
、
こ
の

事
が
私
法
上
有
効
と
な
る

た
め
に
は
、
た
と
え
ば
甲
あ
る
い
は
乙
が
船
大
工
や
航
海
者
で
あ
り
、
造
船
技
術
や
航
海
技
術
の
改
良
を
加
え
る
目
的
で

事
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る

）
。
ま
た
、
別
の
例
と
し
て
は
、
観
戦
者
が
競
馬
の
勝
敗
に
つ
い
て

事
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

そ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
無
効
で
あ
る
が
、
勝
馬
に
対
し
て
約
定
の
賞
金
を
与
え
る
と
い
う
場
合
に
は
、
馬
の
持
主
に
良
馬
を
産
出
す
る
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こ
と
を
奨
励
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
と
す
る

）
。

こ
の
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
旧
民
法
で
想
定
さ
れ
て
い
た
博
戯
・

事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
有
名
契
約
（
典
型
契
約
）
と
し

て
の
要
素
的
効
果
意
思
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
中
で
も
一
定
の
動
機
を
有
す
る
類
型
を
私
法
上
有
効
と
し
、
そ
れ
以
外
の
契
約
類
型

は
無
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で
は
、

博

と
い
う
包
括
的
な
概
念
を
採
用
す
る
の
で
は
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
法
の
博
戯
（je

u

）・

事
（pari

）
を
モ
デ
ル
に
し
た
個
別
の
有
名
契
約
（
典
型
契
約
）
と
し
て
の
効
果
意
思
を
基
準
と
し

て
立
法
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る

）
。

つ
ま
り
、
近
代
日
本
法
制
史
の
上
で
、

博
の
原
型
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
形
成
さ
れ
た
の
は
、
旧
民
法
典
の
編
纂
と
見
る
こ
と
が

で
き

）
、
こ
う
し
た
旧
民
法
典
編
纂
時
に
あ
っ
て
は
、

博
と
い
う
包
括
的
な
概
念
は
存
在
せ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
沿
革
を
有
す

る

博
戯

な
ら
び
に

事

と
い
う
ふ
た
つ
の
別
個
の
法
律
行
為
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
、
こ
の
こ
と
を

確
認
し
て
お
こ
う
。

②

事
と
射
倖
契
約
と
の
混
同
?
│
│
明
治
二
九
年
民
法
典
草
案
│
│

現
行
民
法
典
（
明
治
二
九
年
民
法
典
）
の
草
案
段
階
で
、

事
の
無
効
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
最
終
的
に
は
削
除
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
我
々
の
現
行
民
法
典
に
は
規
定
と
し
て
残
っ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
わ
ゆ
る

博
に
つ
い
て
の
規
定
が
草
案
中
に
残
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
草
案
財
産
取
得
編
一
五
七
条
以
下
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
九
六
四
条
と
同
様
の
立
法
形
式
を
採
用
し
、
①

射
倖
契
約
に
つ
い
て
の
定
義
な
ら
び
に
、
②
射
倖
契
約
に
属
す
る
各
種
の
典
型
契
約
の
規
定
を
置
い
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
①

に
関
し
て
は
、
削
除
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ

）
、
②
に
関
し
て
も
、
冒
険
貸
借
な
ら
び
に
保
険
に
関
し
て
は
、
商
法
の
適
用
の
問
題
で
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あ
る
こ
と
か
ら
、
民
法
の
典
型
契
約
と
し
て
残
存
し
た
の
が
、
終
身
定
期
金
な
ら
び
に

事
と
い
う
ふ
た
つ
の
典
型
契
約
と
な
る
わ

け
で
あ
る
。

そ
う
し
て
、
草
案
段
階
で
は

事

と
い
う
表
題
の
も
と
、
現
行
民
法
典
草
案
に
は
、
以
下
の
二
カ
条
の
規
定
が
存
在
し
て
い

た
。
具
体
的
に
は
、
終
身
定
期
金
と
和
解
の
間
に
、
第
一
四
節

事

と
い
う
題
目
の
も
と
の
条
文
草
案
で
あ
る

）
。

第
七
百
三
條

事
ハ
當
事
者
ノ
一
方
又
ハ
其
各
自
カ
未
タ
知
ラ
サ
ル
事
實
ノ
到
來
ス
ヘ
キ
コ
ト
又
ハ
到
來
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
期
シ
其
事
實
ノ

到
來
ヲ
確
知
シ
タ
ル
ト
キ
或
給
付
ヲ
相
手
方
ニ
為
ス
コ
ト
ヲ
約
ス
ル
ニ
因
リ
テ
其
効
力
ヲ
生
ス

②
當
事
者
ノ
一
方
カ
知
リ
テ
告
ケ
サ
ル
事
實
ニ
付
キ

事
ヲ
爲
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其

事
ハ
無
効
ト
ス

第
七
百
四
條

事
ハ
法
令
ニ
於
テ
之
ヲ
禁
セ
サ
ル
場
合
ニ
限
リ
其
効
力
ヲ
有
ス

こ
れ
ら
の
二
か
条
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
治
二
九
年
民
法
典
の
草
案
は
、
博
戯
な
ら
び
に

事
と
い
う
概
念
を
包
括
的
に
捉

え
て
い
る
。
こ
の
起
草
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
旧
民
法
典
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
博
戯
（je

u

）
な
ら
び
に

事
（pari

）
を

参
考
に
し
て
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
両
者
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
同
じ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を

事

と
し
て
一
元

的
に
捉
え
、
規
定
を
置
く
と
い
う
こ
と
が
起
草
趣
旨
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

）
。
す
な
わ
ち
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
草
案
に
よ
れ
ば
、
博

戯
を

勇
気
、
力
量
、
巧
技
ヲ
発
達
ス
可
キ
性
質
ナ
ル
体
軀
運
動
ヲ
目
的
ト
ス
ル

と
い
う
要
素
に
着
目
し
、

事
を

体
軀
運
動

ヲ
為
ス
人
ノ
為
メ
又
ハ

者
ノ
直
接
ニ
関
係
ス
ル
農
工
商
業
ノ
進
歩
ノ
為
メ

と
い
う
要
素
に
着
目
し
て
定
義
し
て
い
た
が
、
こ
こ

で
は
そ
こ
か
ら
脱
却
し
、
こ
れ
ら
を
抽
象
化
さ
せ
、
単
に

未
タ
知
ラ
サ
ル
事
實
ノ
到
來
ス
ヘ
キ
コ
ト
又
ハ
到
來
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
期

シ
其
事
實
ノ
到
來
ヲ
確
知
シ
タ
ル
ト
キ
或
給
付
ヲ
相
手
方
ニ
為
ス
コ
ト
ヲ
約
ス
ル

と
い
う
定
義
に
変
容
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
規
定
の
内
実
か
ら
見
れ
ば
、
草
案
第
七
百
三
條
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る

事

と
い
う
の
は
、
ま

さ
に
射
倖
契
約
の
こ
と
を
言
い
表
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
射
倖
契
約
と
は
、
出
捐
の
不
確
実
性
な
ら
び
に
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そ
の
結
果
と
し
て
の
損
益
の
不
確
実
性
を
要
素
と
す
る
も
の
で
あ
る

）
。
草
案
第
七
百
三
條
が

當
事
者
ノ
一
方
又
ハ
其
各
自
カ
未
タ

知
ラ
サ
ル
事
實
ノ
到
來
ス
ヘ
キ
コ
ト
又
ハ
到
來
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
期
シ
其
事
實
ノ
到
來
ヲ
確
知
シ
タ
ル
ト
キ
或
給
付
ヲ
相
手
方
ニ
為
ス

コ
ト
ヲ
約
ス
ル
ニ
因
リ
テ

と
定
め
る
の
は
、
ま
さ
に
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
流
の
射
倖
契
約
の
定
義
に
従
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
保
険
契
約
の
例
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
私
的
自
治
の
原
則
な
ら
び
に
契
約
自
由
の
原
則
か
ら
考
え
る
の
で

あ
れ
ば
、
射
倖
契
約
と
い
え
ど
も
原
則
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
。
実
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
九
六
四

条
は
、
射
倖
契
約
の
定
義
の
も
と
、
そ
の
例
示
と
し
て
、
保
険
、
冒
険
貸
借
、
博
戯
な
ら
び
に

事
、
終
身
定
期
金
、
を
挙
げ
る
。

こ
れ
ら
の
四
つ
の
有
名
契
約
は
い
ず
れ
も
射
倖
契
約
で
あ
る
こ
と
が
法
文
上
明
ら
か
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
訴
権
を
発
生
さ
せ
な

い
契
約
類
型
は
博
戯
な
ら
び
に

事
の
み
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
の
保
険
、
冒
険
貸
借
、
終
身
定
期
金
の
い
ず
れ
も
が
、
原
則
と
し
て

有
効
な
契
約
類
型
な
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
、
本
草
案
に
お
い
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

事
に
つ
い
て
も
、
法
律
上
、
禁
止
さ
れ
な
い
限
り
は
有
効
で
あ
る
と
規
定

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る

博

の
効
力
に
関
し
て
、
現
行
民
法
典
草
案
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
、
旧
民
法
典
の
形
式
と

は
対
照
的
に
、
原
則
と
例
外
を
入
れ
替
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
を
置
く
以
上
、
い
わ
ゆ
る

博

と
、
射
倖
契

約
一
般
と
の
間
に
、
明
確
な
概
念
の
区
別
が
で
き
な
く
な
る
の
も
や
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
現
行
民
法
典
草
案
の
起
草
者
達
は
、

射
倖
契
約

と

事

と
の
間
で
概
念
を
混
同
し
た
ま
ま
、
法
典
の
編
纂

に
あ
た
っ
て
い
た
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
本
草
案
は
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
民
法
典
草
案
に
お
い
て
、
博
戯
を

勇

気
、
力
量
、
巧
技
ヲ
発
達
ス
可
キ
性
質
ナ
ル
体
軀
運
動
ヲ
目
的
ト
ス
ル

と
い
う
要
素
に
着
目
し
、

事
を

体
軀
運
動
ヲ
為
ス
人

ノ
為
メ
又
ハ

者
ノ
直
接
ニ
関
係
ス
ル
農
工
商
業
ノ
進
歩
ノ
為
メ

と
い
う
要
素
に
着
目
し
て
定
義
し
た
こ
と
を
全
く
無
視
し
て
、

い
た
ず
ら
に
抽
象
化
を
進
め
た
結
果
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
そ
の
上
位
概
念
た
る

射
倖
契
約

に
行
き
着
い
た
と
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
を

事

と
、
羊
頭
狗
肉
と
も
い
え
る
表
現
を
し
た
た
め
に
、
議
論
が
混
乱
す
る
の
も
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や
む
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
行
民
法
典
の
起
草
者
た
ち
の
理
解
の
根
底
に
、

事

と

射
倖
契
約

の
混
同
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
法
典

調
査
会
に
お
け
る
議
事
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る

）
。
す
な
わ
ち
、
梅
博
士
に
よ
る
と

博
戯
と

事
は
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
分
け
て
規

定
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
実
は
同
一
で
あ
る
の
で

事

と
い
う
形
で
一
元
的
に
規
定
し
た

と
い
う
起
草
趣
旨
の
説
明
に
続
い

て
、
岸
本
辰
雄
に
よ
る
質
問
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る

ジ
ユ
ー
（je

u

）

と

バ
ル
ユ
ー
（pari

）

と
の

違
い
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
梅
博
士
は
、
私
は
定
義
ま
で
調
べ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
定
義
に

な
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
法
律
上
の
性
質
は
同
一
で
あ
る
と
の
、
多
少
歯
切
れ
の
悪
い
説
明
を
行
う
。
そ
の
後
、
刑

法
の

博
罪
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
、
用
語
は

博
と
い
う
形
で
統
一
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
説
明
が
さ
れ
る

）
こ
と
と
な
る
が
、
委

員
の
大
半
か
ら
は
、

事
（

博
）
の
定
義
を
規
定
し
、
そ
れ
に
引
き
続
き

事
（

博
）
は
法
令
の
禁
止
し
な
い
限
り
は
有
効
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
特
に
民
法
の
定
め
る
必
要
が
な
い
と
す
る
意
見
が
多
数
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
部

分
の
法
典
調
査
会
の
議
事
に
遺
さ
れ
た
議
論
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、

博
戯

事

を
抽
象
化
し
て

事

と
い
う
概
念

に
纏
め
上
げ
る
と
い
う
草
案
自
体
が
、

射
倖
契
約

と
の
概
念
混
同
が
起
こ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
議
論
の
混
乱
を
引
き
起
こ

し
た
と
い
い
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

）
。

そ
う
し
て
、
最
終
的
に
は
、
こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
議
論
の
ま
と
ま
り
が
つ
か
な
い
た
め
に
、
再
度
議
事
に
付
す
る
こ
と
が
約

束
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
三
日
後
で
あ
る
明
治
二
八
年
九
月
一
六
日
に
再
度
同
様
な
内
容
が
審
議
さ
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
こ

の
部
分
に
つ
い
て
は
削
除
と
い
う
形
で
決
着
が
つ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
日
本
民
法
典
に
お
い
て
は

事

に
関
す
る
規
定
は
明
文
化
さ
れ
な
か
っ
た
。
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③

小

括

法
典
編
纂
時
期
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る

博

を
評
価
す
る
こ
と
は
、
難
し
い
。
そ
れ
は
と
り
わ
け
、
現
行
民
法
典
草
案
に
あ

て
は
ま
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
典
編
纂
期
の
い
わ
ゆ
る

博

に
関
す
る
考
え
方
は
、
以
下
の
よ
う
に
纏

め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
旧
民
法
典
草
案
に
は
、
射
倖
契
約
に
つ
い
て
の
規
定
が

存
在
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
射
倖
契
約
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
た
だ
ち
に
無
効
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
い
わ
ゆ

る

博

と
い
う
も
の
も
一
元
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
博
戯
な
ら
び
に

事
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
典
型
契
約
と
し

て
そ
の
効
力
を
考
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
射
倖
契
約
と
い
う
用
語
を
法
典
上
に
規
定
す
る
こ
と
を
断
念
し
た
現
行
日
本
法
に
あ
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る

博

を

事

と
い
う
形
で
一
元
的
に
捉
え
、
そ
の
上
で
、
実
質
的
に
は
射
倖
契
約
の
定
義
と
同
一
で
あ
る

事

を
法
律
の

禁
止
規
定
が
な
い
限
り
は
有
効
な
法
律
行
為
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
規
定
は
結
局
の
と
こ
ろ
民
法
典

上
に
は
結
実
し
な
か
っ
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
考
え
方
は
、
い
わ
ゆ
る

博
を
射
倖
契
約
と
混
同
し
た
も
の
と
批
判
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
て
、
保
険
と

博
と
の
関
係
や
、
法
典
調
査
会
に
お
け
る
議
論
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
考

え
方
が
、
い
わ
ゆ
る

博

の
定
義
を
不
明
確
な
ま
ま
に
し
て
、
民
法
典
を
制
定
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、

法
規
の
欠
缺

を
超
え
た

法
の
欠
缺

が
あ
っ
た
よ
う
に
お
も
う
。

こ
う
し
た
法
の
欠
缺
に
対
し
、
そ
の
後
の
日
本
法
は
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
問
題
を
克
服
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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三

博

概
念
の
発
展

①

前

提

明
治
二
九
年
民
法
典
に
お
い
て
、
典
型
契
約
の
中
に

事

を
挿
入
す
る
こ
と
を
断
念
し
た
日
本
法
は
、
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る

博
に
関
し
て
は
、
民
法
九
〇
条
適
用
の
可
否
と
い
う
形
で
、
議
論
を
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
主
導
的

な
役
割
を
担
っ
た
の
は
、
我
妻
栄
の
学
説
と
、
裁
判
例
の
蓄
積
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
を
叙
述
し
て
い
く
前
に
、
一
点
だ
け
、
そ
の
前
提
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る

博

に
関
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
、
ド
イ
ツ
民
法
典
と
比
較
し
た
と
き
の
、
日
本
民
法
典
の
条
文
の

構
造
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
は
、
一
一
〇
四
条
な
ら
び
に
一
九
六
四
条
の
二
カ
条
に
亘
っ
て
射
倖
契
約

の
定
義
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
後
者
で
あ
る
一
九
六
四
条
に
は
、
射
倖
契
約
の
定
義
に
引
き
続
い
て
、
そ
の
例
示

と
し
て
、
保
険
契
約
、
冒
険
貸
借
、
博
戯
及
び

事
、
終
身
定
期
金
契
約
を
挙
げ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
実
定
・
射
倖
契
約
を
法
典

上
の
概
念
と
し
て
認
め
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
法
は

）
、
暴
利
（W

u
c
h
er

）
に
関
す
る

B
G
B

一
三
八
条
二
項
と
は
別
に
、

B
G
B

七
六

二
条
以
下
に
規
定
さ
れ
る

事
（Spiel

）
な
ら
び
に
博
戯
（W

ette

）、
富
籤
及
び
賞
金
契
約
（L

otterie‐
u
n
d
A
u
sspielv

ertra
g

）

等
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
と
も
ド
イ
ツ
法
と
も
全
く
異
な
る
法
制
度
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
法
は
フ
ラ
ン

ス
法
が
有
す
る
実
定
・
射
倖
契
約
と
い
う
契
約
の
分
類
を
法
典
上
で
有
さ
ず
、
ま
た
、
日
本
法
は
ド
イ
ツ
法
が
有
す
る
い
わ
ゆ
る

博
の
無
効
に
関
す
る
規
定
を
有
さ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
日
本
法
の
条
文
の
構
造
か
ら
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る

博

の
効
力
に
関
し
て
は
、
一
般
条
項
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
て
、
そ
こ
で
対
象
と
さ
れ
た
制
定
法
規
範
が
、
民
法
九
〇
条
で
あ
る
。
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②

我
妻
説
に
つ
い
て

我
妻
栄
は
、
民
法
九
〇
条
の
類
型
化
を
行
う
際
に
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

射
倖
性

を
取
り
上
げ
る

）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

わ

れ
わ
れ
の
有
す
る
射
倖
性
は
全
然
無
視
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
利
用
の
如
何
に
よ
っ
て
は
貯
蓄
の
奨
励
の
便
と
も
な
り
、
そ

の
他
の
利
益
も
少
な
く
は
な
い
。）

と
し
て
、
契
約
に
含
ま
れ
る
射
倖
的
な
性
質
に
つ
い
て
、
全
否
定
す
る
と
い
う
立
場
は
採
っ
て

い
な
い
。

そ
う
し
て
、

公
ノ
秩
序

と
は
、
国
家
社
会
の
一
般
的
利
益
を
指
し
、

善
良
ノ
風
俗

と
は
、
社
会
の
一
般
的
道
徳
観
念
を

指
す
。

と
し
た
う
え
で
、
民
法
九
〇
条
の
類
型
化
を
行
い
、

著
し
く
射
倖
的
な
も
の

と
い
う
類
型
の
も
と

人
類
の
射
倖
性
は
、

必
ず
し
も
否
定
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
、
お
の
ず
か
ら
限
度
が
あ
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
た
だ
し
、
法
律

が
特
殊
の
立
場
か
ら
、
と
く
に
こ
れ
を

）許
容
す
る
と
き
は
、
反
社
会
性
が
な
く
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
（
傍
点
西
原
）

と

す
る

）
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
我
妻
栄
は
、
射
倖
契
約
は
、
原
則
と
し
て
民
法
九
〇
条
の
適
用
を
受
け
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
著
し
い
と
言
え
な
い
程
度
の
通
常
の
射
倖
契
約
は
、
民
法
九
〇
条
の
適
用
は
受
け
な
い
と
反
対
解
釈
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
お
も
う
。

第
一
点
目
は
、

射
倖
契
約

と

射
倖
的
（
あ
る
い
は
射
倖
性
）

と
い
う
用
語
の
異
同
で
あ
る
。
こ
の
両
者
い
ず
れ
も
が
、
一

定
の
リ
ス
ク
移
転
の
含
意
を
有
す
る
と
い
う
共
通
項
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
根
本
的
に
異
な
る
も
の

と
言
い
う
る
。
す
な
わ
ち
、
射
倖
契
約
は
実
定
契
約
に
対
応
す
る
契
約
の
分
類
で
あ
り
、
有
償
契
約
は
い
ず
れ
も
が
、
実
定
契
約
か

射
倖
契
約
に
属
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
意
味
で
、

射
倖
契
約

と
い
う
用
語
は
、
契
約
に
含
ま
れ
る
質
的
差
異
を
問
題
に
し
て

い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

射
倖
的
（
射
倖
性
）

と
い
う
の
は
、
当
該
法
律
行
為
に
含
ま
れ
る
量
的
差
異
を
問
題
と
し
て
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い
る
。
す
な
わ
ち
、

著
し
く
射
倖
的

と
い
う
概
念
に
該
当
し
な
い

通
常
程
度
の
射
倖
的
な

契
約
で
あ
れ
ば
有
効
な
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
両
概
念
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
。

第
二
点
目
は
、

法
律
が
特
殊
の
立
場
か
ら
、
と
く
に
こ
れ
を
許
容
す
る
と
き
は
、
反
社
会
性
が
な
く
な
る
。

と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
著
し
く
射
倖
的
な
法
律
行
為
を
前
提
と
し
て
、
そ
う
し
た
法
律
行
為
で
あ
っ
て
も
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
反
社
会
性
を

な
く
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
常
の
射
倖
的
な
法
律
行
為
で
あ
れ
ば
、
法
律
の
規
定
が
な
く
と

も
、
反
社
会
性
を
帯
び
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
考
え
方
は
、

原
則
射
倖
契
約
は
無
効
で
あ
る
が
、

法
の
規
定
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
有
効
と
な
る

と
い
う
考
え
方
と
は
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
挙
げ
た
二
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
裁
判
例
に
よ
っ
て
、
こ
こ
で
我
妻
栄
が
主
張
し
て
い
た
骨
子
と
は
全

く
異
な
っ
た
方
面
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。

③

裁
判
例
の
変
遷

い
わ
ゆ
る

博
を
め
ぐ
る
裁
判
例
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
三
つ
の
時
期
な
ら
び
に
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
お
も
う
。

一
つ
目
は
、
い
わ
ゆ
る

博
を
射
倖
契
約
と
は
分
離
し
て
考
え
て
い
た
判
決
群
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
①
い
わ
ゆ
る
講
に
関
す
る

大
判
明
治
三
六
年
六
月
三
〇
日
判
決
（
民
録
九
輯
八
一
五
頁
）
は
、

法
律
ハ
公
ノ
秩
序
又
ハ
善
良
ノ
風
俗
ニ
反
セ
サ
ル
限
リ
ハ
射
倖

契
約
ヲ
禁
止
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
シ

と
判
示
し
、
②
大
判
明
治
三
八
年
一
一
月
三
〇
日
判
決
（
民
録
一
一
輯
一
五
九
九
頁
）
は
、

射
倖

ノ
性
質
ヲ
有
ス
ル
契
約
ト
雖
モ
特
ニ
法
規
ノ
禁
止
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
當
然
無
効
ナ
リ
ト
云
フ
ヲ
得
ス

と
判
示
し
、
③
大
判
大
正
五
年

八
月
一
二
日
判
決
（
民
録
二
二
輯
一
六
四
六
頁
）
は
、

契
約
ノ
目
的
及
ヒ
内
容
ハ
契
約
自
由
ノ
原
則
ニ
依
リ
各
人
ノ
任
意
ニ
之
ヲ
定

ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
射
倖
契
約
モ
亦
其
契
約
カ
射
倖
ノ
性
質
ヲ
有
ス
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
當
然
無
効
ナ
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
ト
雖
モ
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其
目
的
ト
ス
ル
事
項
カ
公
ノ
秩
序
善
良
ノ
風
俗
ニ
反
ス
ル
ト
キ
ハ
其
無
効
ナ
ル
コ
ト
論
ヲ
俟
タ
ス

と
判
決
す
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
い
わ
ゆ
る
講
に
関
す
る
判
決
で
あ
る
が
、
講
が
射
倖
契
約
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
射
倖
契
約
で
あ

る
か
ら
と
い
っ
て
無
効
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
判
決
の
構
造
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
法
典
に
は
存
在
し
な
い
、

い
わ
ゆ
る

博
と
い
う
要
素
を
法
律
判
断
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
な
い
。

二
つ
目
は
、

博
行
為
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
た
消
費
貸
借
契
約
な
い
し
手
形
行
為
の
効
力
に
関
す
る
判
決
群
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
④

博
に
負
け
た
為
に
負
担
し
た
債
務
弁
済
の
た
め
に
締
結
さ
れ
た
金
銭
貸
付
の
効
力
に
関
す
る
大
判
昭
和
一
三
年
三
月
三
〇

日
（
民
集
一
七
巻
五
七
八
頁
）
は
、
当
該
契
約
を
無
効
と
し

）
、
⑤
大
判
昭
和
一
三
年
一
〇
月
六
日
（
民
集
一
七
巻
一
九
六
九
頁
）
は
、

博
契
約
に
基
づ
く
債
権
か
否
か
を
巡
る
争
い
を
止
め
る
目
的
で
締
結
さ
れ
た
和
解
契
約
は
、
そ
の
後
、
当
該
債
権
が

博
に
よ
る

も
の
で
な
い
と
判
明
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
無
効
と
は
な
ら
な
い
と
判
決
し
、
⑥
最
判
昭
和
四
二
年
一
一
月
二
五
日
（
金
商
九
四

号
一
〇
頁
）
は
、

金
債
務
支
払
い
の
た
め
に
な
し
た
金
銭
借
受
契
約
上
の
債
務
を
原
因
関
係
と
し
て
振
出
し
た
手
形
に
つ
い
て
原

因
関
係
上
の
抗
弁
を
認
容
し
て
い
る

）
。

こ
れ
ら
の
判
決
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
が

博
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
上
で
な
さ
れ
た
法
律

行
為
の
効
力
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ひ
と
つ
目
の
判
決
群
が
、
当
該
法
律
行
為
に
関
す
る
効
力
を
綿
密
に
検
討
し

て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
判
決
群
は
、
い
ず
れ
も
が
、

博
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
容
認
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
も
は
や
、

博
の
定
義
や
、

博
の
法
構
造
に
関
す
る
違
法
性
の
特
徴
を
殊
更
に
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
直
観
的

に

博
を
無
効
と
し
て
、
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
つ
目
は
、
い
わ
ゆ
る
金
融
商
品
取
引
に
関
す
る
判
決
群
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
⑯
指
定
外
商
品
で
あ
る
パ
ラ
ジ
ウ
ム
の
私
設
市

場
に
お
け
る
取
引
が
、
商
品
取
引
法
八
条
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
違
法
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
東
地
平
成
二

年
三
月
二
九
日
（
判
時
一
三
八
一
号
五
六
頁
））
、
⑱

）
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
を

博
類
似
の
取
引
で
あ
る
と
判
示
し
た
東
地
平
成
一
七
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年
一
一
月
一
一
日
（
判
時
一
九
五
六
号
一
〇
五
頁
））

が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
判
決
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
現
代
型
取
引
に
属
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
の
無
効
を
、

博
と
の
関
係
で
公
序
良
俗
違

反
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
一
定
の
制
定
法
に
違
法
す
る
こ
と
が
、
民
法
九
〇

条

公
の
秩
序

に
該
当
す
る
と
し
て
、
そ
の
無
効
を
導
き
出
し
て
い
る

）
。

こ
れ
ら
の
裁
判
例
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
行
民
法
典
草
案
中
で

事

と
規
定
さ
れ
て
い
て
、
最
終
的
に
は
法
典
の

内
容
と
し
て
結
実
し
な
か
っ
た
い
わ
ゆ
る

博

は
、
法
典
編
纂
以
降
、
民
法
九
〇
条
の
一
類
型
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
に
至
る
。

そ
こ
で
は
、

著
し
く

射
倖
的
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る

博

と
は
何
の
こ
と
を
指
す

の
か
に
つ
い
て
明
確
な
定
義
を
有
し
な
い
ま
ま
に
、
た
だ
当
該
法
律
行
為
の
無
効
を
導
き
出
す
た
め
の
方
便
と
し
て

博

概
念

が
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

四

ま
と
め

結
局
、
わ
が
国
に
は
い
わ
ゆ
る

博

と
は
何
か
、
と
い
う
明
確
な
定
義
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
旧
民

法
典
や
現
行
民
法
典
草
案
に
お
い
て
は

博
の
原
型
と
な
る
契
約
類
型
が
存
在
し
て
い
た
が
、
現
行
民
法
典
に
は
、
い
わ
ゆ
る

博

の
無
効
に
関
す
る
規
定
が
存
在
し
な
い
。
そ
う
し
て
、
法
典
編
纂
期
以
降
は
、
い
わ
ゆ
る

博

の
効
力
は
民
法
九
〇
条
の
解
釈

論
の
な
か
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
て
、
い
わ
ゆ
る

博

が
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
議
論
は
な

さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

博
を
定
義
づ
け
る
こ
と
は
な
さ
れ
ず
、
単
に
無
効
な
射
倖
契
約
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
方
便
と
し
て

博

と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。

典
型
的
な
売
買
契
約
を
想
定
し
て
み
る
と
、
契
約
当
事
者
は
代
金
支
払
義
務
と
財
産
権
移
転
義
務
と
い
う
給
付
を
行
う
た
め
に
、
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そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
い
わ
ば
交
換
的
（
実
定
的
）
な
契
約
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
保
険
契
約

を
代
表
と
し
た
射
倖
契
約
に
あ
っ
て
は
、
当
事
者
の
関
与
し
な
い
偶
然
の
事
件
の
成
否
に
よ
っ
て
契
約
当
事
者
の
具
体
的
な
出
捐
義

務
の
存
否
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ば
配
分
的
（
射
倖
的
）
な
契
約
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
終
身
定
期

金
契
約
な
ら
び
に
保
険
契
約
と
い
っ
た
限
定
的
な
形
で
の
み
、
射
倖
契
約
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
日
本
法
に
あ
っ
て
は
、

博
の
無
効
と
い
う
明
文
規
定
が
な
い
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
民
法
九
〇
条
の
適
用
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
実
定
契
約
の
法
理
を

著
し

く
射
倖
的

と
い
う
形
で
射
倖
契
約
に
も
及
ぼ
す
ほ
か
、
一
定
の
射
倖
契
約
を
無
効
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
、

博
と
は
、
こ
う
し
た
交
換
的
（
実
定
的
）
契
約
論
と
配
分
的
（
射
倖
的
）
契
約
論
の
間
に
存
在
す
る
、
未
熟
児
と
し
て
の
地
位
を

与
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
こ
ろ
に
、
我
が
国
に
お
け
る
私
法
の
問
題
の
ひ
と
つ
が
存
在
す
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

博

に
つ
い
て
、
法
典
上
も
解
釈
上
も
明
確
な
定
義
を
有
し
な
い
ま
ま
に
制
定
法
の
解
釈
を
進

め
て
い
く
日
本
法
に
お
い
て
、
形
を
変
え
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
分
野
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
保
険
契
約
の
法
的
性
質
を
巡
る
議

論
で
あ
る
。

保
険
契
約
は
射
倖
契
約
で
あ
る

）
こ
と
か
ら
、
同
じ
く
射
倖
契
約
に
属
す
る
契
約
類
型
の
う
ち
、
な
ぜ
保
険
契
約
は
射
倖
契
約
と
は

異
な
り
、
原
則
と
し
て
有
効
と
な
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
従
来
は
問
題
と
さ
れ
て
き
た

）
。
そ
う
し
て
、
今
日
で
は
、
保
険
契
約
特

有
の
法
規
整
の
う
ち
、
被
保
険
利
益
要
件
、
利
得
禁
止
要
件
、
他
人
の
生
命
の
保
険
に
お
け
る
被
保
険
者
同
意
要
件
と
い
っ
た
強
行

法
規
整
に
つ
い
て
は
、
保
険
の

博
化
の
防
止
と
い
う
こ
と
が
存
在
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る

）
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
し
、
こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の

博

と
い
う
用
語
が
、
民
法
九
〇
条
の
適
用
を
受
け
て
無
効
と
な
る
契
約
、

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
問
い
か
け
は
、
な
ぜ
保
険
契
約
だ
け
が
民
法
九
〇
条
の
適
用
を
受
け
な
い
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
保
険
は

博
と
は
言
え
な
い
の
か
、
と
い
う
問
い
か
け
は
、
私

的
自
治
・
契
約
自
由
を
基
調
と
す
る
わ
れ
わ
れ
の
民
法
典
に
お
い
て
、
自
由
意
思
を
有
す
る
契
約
当
事
者
が
契
約
を
締
結
す
れ
ば
、
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そ
れ
は
原
則
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
そ
の
例
外
の
ひ
と
つ
と
し
て
民
法
九
〇
条
の
規
定
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
意
味
で
、

保
険
は

博
と
は
言
え
な
い
の
か

と
い
う
問
い
は
、
現
代
型
金
融
商
品
取
引
が
な
ぜ
一
般

的
に

博
と
言
え
な
い
の
か

）
、
と
い
う
問
い
と
同
様
に
、
私
法
上
の
問
題
と
し
て
成
り
立
た
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
付
記
）
本
研
究
は
全
国
銀
行
学
術
研
究
振
興
財
団
か
ら
の
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）

梅
謙
次
郎
は
こ
の
旨
を
主
張
し
な
い
（
梅
謙
次
郎

民
法
要
義
（
訂
正
増
補
）

一
九
九
頁
（
明
治
四
四
年
〔
有
斐
閣
・
昭
和
五
九

年
・
復
刻
版
〕））
が
、
そ
の
後
の
学
説
は
、
民
法
九
〇
条
適
用
の
一
類
型
と
し
て

著
し
く
射
倖
的
な
法
律
行
為

あ
る
い
は

射
倖
行

為

を
挙
げ
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
例
と
し
て
、
我
妻
栄

新
訂
民
法
総
則

（
岩
波
書
店
・
昭
和
四
〇
年
）
二
七
〇
頁
、
幾
代
通

民

法
総
則
〔
第
二
版
〕《
現
代
法
律
学
全
集
5
》
（
青
林
書
院
新
社
・
昭
和
五
九
年
）
二
一
五
頁
、
石
田
穣

民
法
総
則

（
悠
々
社
・
平
成

四
年
）
三
〇
六
頁
、
内
田
貴

民
法
Ⅰ
（
第
二
版
）
（
東
京
大
学
出
版
会
・
平
成
一
二
年
）
二
七
六
頁
、
山
本
敬
三

公
序
良
俗
論
の
再

構
成

（
有
斐
閣
・
平
成
一
二
年
）
一
二
四
頁
、
一
五
二
頁
、
近
江
幸
治

民
法
講
義
Ⅰ
民
法
総
則
〔
第
四
版
〕
（
成
文
堂
・
平
成
一
五

年
）
一
五
四
頁
、
川
井
健

民
法
概
論
1
（
民
法
総
則
）
（
有
斐
閣
・
第
二
版
・
平
成
一
六
年
）
一
七
三
頁
。
ま
た
、
公
序
良
俗
に
関
し

て
は
、
大
村
敦
志

公
序
良
俗
と
契
約
正
義

（
有
斐
閣
・
平
成
七
年
）、
椿
寿
夫
／
伊
藤
進
編

公
序
良
俗
違
反
の
研
究

（
日
本
評
論

社
・
平
成
七
年
）
参
照
。
な
お
、

著
し
く
射
倖
的
な
法
律
行
為

と
は
、
射
倖
の
量
的
差
異
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

射
倖
的
な
行
為

と
は
、
そ
の
質
的
差
異
を
問
題
と
し
た
概
念
形
成
で
あ
る
た
め
に
、
こ
の
両
者
は
本
質
的
に
異
な
る
と
い
え
る
点
に

つ
い
て
は
、
の
ち
に
本
文
中
で
も
取
り
上
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、

射
倖
行
為

は
一
般
的
に

無
効
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、

著
し
く
射
倖
的
な
法
律
行
為

は
民
法
九
〇
条
の
適
用
を
受
け
る
と
い
う
の
が
正
し
い
説
明
で
あ
る
よ

う
に
お
も
わ
れ
る
。

（
2
）

ロ
ー
マ
法
が

博
を
無
効
と
考
え
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ゲ
ル
マ
ン
法
は
、

博
を
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
い
う
指
摘
は
、

頻
繁
に
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
勝
田
有
恒
・
森
征
一
・
山
内
進
編
著

概
説
西
洋
法
制
史

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
・
二
〇
〇
四
年
）
二
三
六
頁
。
ま
た
ゲ
ル
マ
ン
法
が

博
を
有
効
な
も
の
と
考
え
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
／
泉
井
久
之
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助
訳
注

ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア

（
岩
波
書
店
・
一
九
七
九
年
）
一
一
二
頁
を
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

（
3
）

博
の
私
法
上
の
効
力
を
巡
っ
て
は
、
我
が
民
法
典
は
明
文
の
規
定
を
有
さ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
あ
っ
て
は
、

事
（je

u

）

な
ら
び
に

博
戯
（pari

）

と
い
う
形
で
、
そ
れ
ら
が
原
則
と
し
て
無
効
で
あ
る
旨
を
規
定
す
る
（
後
掲
・
フ
ラ
ン
ス

民
法
典
一
九
六
五
条
）。
ま
た
、
ド
イ
ツ
法
に
あ
っ
て
は
、
暴
利
（W

u
c
h
er

）
に
関
す
る

B
G
B
一
三
八
条
二
項
と
は
別
に
、

事

（Spiel
）
な
ら
び
に
博
戯
（W

ette

）、
富
籤
お
よ
び
賞
金
契
約
（Lotterie‐

u
n
d
A
u
sspielv

ertra
g

）
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
定
め

る
（

B
G
B七
六
二
条
以
下
）。

（
4
）

ゲ
ル
マ
ン
人
が

博
を
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
2
）参
照
。

（
5
）

明
治
期
の
近
代
法
典
編
纂
事
業
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
困
難
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
欧
文
か
ら
の
日
本
語
へ
の
翻
訳
が
挙
げ
ら

れ
る
。
本
稿
が
対
象
と
す
る

博
戯
（je

u

）

な
ら
び
に

事
（pari

）

に
関
し
て
も
同
様
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
編
集
顧
問
星
野

英
一
／
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
民
法
典
研
究
会
（
代
表
大
久
保
泰
甫
）

民
法
應
用
字
解

全

（
雄
松
堂
出
版
・
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
民
法
典
資
料
集

成
Ⅱ

前
期
Ⅰ
‐
Ⅱ
、
復
刻
版
・
平
成
一
二
年
）
に
よ
れ
ば
、je

u

に
つ
い
て
は

博
奕

、pari

に
つ
い
て
は

事

と
、
旧
民
法

典
と
は
異
な
っ
た
訳
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）

我
妻
栄
編
集
代
表

旧
法
令
集

（
有
斐
閣
・
昭
和
四
三
年
）
一
五
五
頁
参
照
。

（
7
）

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
九
六
五
条

法
律
は
博
戯
債
務
又
は

事
の
弁
済
の
た
め
の
い
か
な
る
訴
権
も
与
え
な
い
。（A

rt.
19
65

L
a

loi
n'
accord

e
a
u
c
u
n
e
actio

n
p
o
u
r
u
n
e
d
ette

d
u
je
u
o
u
p
o
u
r
le

p
a
y
e
m
e
nt

d'
u
n
p
ari.

）

同
一
九
六
六
条

武
器
の
使
用
訓
練
に
適
し
た
博
戯
、
徒
歩
あ
る
い
は
競
馬
競
技
、
馬
車
競
技
、
球
技
及
び
そ
の
他
身
体
の
器
用
さ
並

び
に
身
体
訓
練
に
類
似
し
た
同
種
の
博
戯
は
、
前
条
の
規
定
の
例
外
と
す
る
。

（A
rt.
1
9
6
6

L
es

je
u
x
pro

pres
a
｀

e
x
ercer

a
u
fait

d
es

ar
m
es,

les
co

u
rses

a
｀

pie
d
o
u
a
｀

c
h
e
v
al,

les
co

u
rses

d
e
c
h
ariot,

le
je
u
d
e
p
a
u
m
e
et

a
utres

je
u
x
d
e
m
e
＾

m
e
n
atu

re
q
ui

tie
n
n
e
nt

a
｀

l'
a
dresse

et
a
｀

l'
e
x
ercice

d
u
corps,

so
nt

e
x
ce

pte
´
s

d
e
la

disp
ositio

n
pre
´
ce
´

d
e
nte.

）

同
一
九
六
七
条

い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
敗
者
は
自
発
的
に
弁
済
し
た
も
の
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

勝
者
の
側
に
、
詐
欺
（dol

）、
欺
瞞
又
は
詐
欺
（escro

q
u
erie

）
が
あ
っ
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（A
rt.
19
67

D
a
n
s
a
u
c
u
n
cas,

le
p
erd

a
nt

n
e
p
e
ut

re
´

p
e
´
ter

ce
q
u'
il
a
v
olo

ntaire
m
e
nt

p
a
y
e,́

a
｀

m
oin

s
q
u'
il
n'
y
ait

e
u,
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d
e
la

p
art

d
u
g
a
g
n
a
nt,

d
ol,

s
u
p
erc

h
erie

o
u
escro

q
u
erie.

）

（
8
）

編
集
顧
問
星
野
英
一
／
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
民
法
典
研
究
会
（
代
表
大
久
保
泰
甫
）

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
起
稿
民
法
草
案
財
産
取
得
編
第

三
巻

（
雄
松
堂
出
版
・
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
民
法
典
資
料
集
成
Ⅱ

前
期
Ⅰ
・
復
刻
版
・
平
成
一
二
年
）
一
九
九
頁
参
照
。

（
9
）

富
井
政
章

民
法
論
綱
財
産
取
得
編
中

（
明
治
二
六
年
・〔
新
青
出
版
・
平
成
一
三
年
・
復
刻
版
〕）
一
四
五
頁
。

（
10
）

前
掲
注（
9
）富
井
・
一
五
三
～
一
五
四
頁
。

（
11
）

前
掲
注（
8
）・

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
起
稿
民
法
草
案
財
産
取
得
編
第
三
巻

二
〇
二
頁
以
下
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
に
は
、

事

で
は
な
く
、
未
必
条
件
を
付
し
た
贈
与
で
あ
る
と
す
る
。

（
12
）

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
規
定
の
内
実
と
は
裏
腹
に
、
旧
民
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
博
戯
・

事
の
弊
害
に
焦
点
を
当
て
た
記
述
も
見

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
掲
注（
9
）・
富
井
一
四
七
頁
は
、
条
文
上
の
体
裁
と
は
逆
に
、
先
に

戯
・

事
が
無
効
で
あ

る
の
は

公
益
上
有
害
ナ
ル

た
め
に
、
こ
ち
ら
が
原
則
で
あ
る
と
し
た
上
で
説
明
を
行
う
。
同
様
の
も
の
と
し
て
、
磯
部
四
郎

民
法

〔
明
治
二
三
年
〕
釈
義
財
産
取
得
編
（
中
）〔
第
六
章
～
第
一
二
章
〕
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
（
八
六
）
（
信
山
社
出
版
・
平
成
九
年
・

復
刻
版
）
五
二
五
頁
も
、

博
の
弊
害
は
庶
民
の
没
落
の
一
大
原
因
で
あ
る
た
め
に
、
世
の
中
の
秩
序
風
紀
上
、
こ
れ
は
一
般
的
に
嫌
悪

さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
旧
民
法
の
博
戯
・

事
に
対
す
る
考
え
方
が
、
新
民
法
（
明
治
二
九
年
）
の
制

定
に
際
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ひ
と
つ
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
13
）

た
と
え
ば
、
司
法
省
明
法
寮
で
行
わ
れ
た
民
法
会
議
で
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る
皇
国
民
法
仮
規
則
（
明
治
五
年
）
を
み
れ
ば
、
そ
の

第
九
百
七
十
九
條
以
下
に

偶
生
ノ
コ
ト
ヲ
管
ス
ル
契
約

と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
同
様
に
、
い
わ
ゆ
る
保
険
契
約
、
冒
険
貸
借
契

約
、
終
身
定
期
金
契
約
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
博
戯
な
ら
び
に

事
に
つ
い
て
は
（
意
図
的
に
?
）
削
除
し
て
い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
こ
の
削
除
が
、
も
し
意
図
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
こ
の
当
時
の
法
典
編
纂
に
携
わ
っ
た
者
の
考
え
方
が
、

博

が
違
法
な
法
律
行
為
で
あ
る
た
め
に
、
あ
え
て
日
本
法
の
上
で
規
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
と
し
て
成

り
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
皇
国
民
法
仮
規
則
の
条
文
文
言
に
つ
い
て
は
、
前
田
達
明
編

資
料
民
法
典

（
成
文
堂
・
平
成
一

六
年
）
三
六
二
頁
以
下
に
依
拠
し
た
。

（
14
）

法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
編

法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
五
（
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
五
）
（
商
事
法
務
研
究
会
・

昭
和
五
九
年
）
四
〇
頁
以
下
。
な
お
、
削
除
に
関
す
る
経
緯
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
拙
稿

ド
イ
ツ
民
法
典
の
成
立
と
射
倖
契
約

ド
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イ
ツ
法
の
継
受
と
現
代
日
本
法
│
ゲ
ル
ハ
ル
ド
・
リ
ー
ス
教
授
退
官
記
念
論
文
集
│

（
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
九
年
）
三
一
九
頁
以
下
。

（
15
）

法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修

民
法
第
一
議
案
（
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
三
）
（
商
事
法
務
研
究
会
・
昭
和
六
三

年
）
二
六
八
頁
以
下
。
な
お
、
明
治
二
九
年
民
法
制
定
に
関
す
る
概
略
を
示
す
も
の
と
し
て
、
前
田
達
明

資
料
民
法
典

（
成
文
堂
・

平
成
一
六
年
）
一
一
一
六
頁
以
下
。

（
16
）

前
掲
注（
14
）・
八
〇
頁
。

（
17
）

た
と
え
ば
、
大
森
博
士
に
よ
れ
ば
、
射
倖
契
約
と
は
、

一
方
ま
た
は
双
方
の
当
事
者
の
契
約
上
の
具
体
的
な
給
付
義
務
が
発
生
す

る
か
否
か
ま
た
は
そ
の
大
小
い
か
ん
が
、
偶
然
な
出
来
事
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
従
っ
て
当
事
者
の
な
す
具
体
的
な
給
付
相
互
間
の
均
衡

関
係
が
偶
然
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
契
約

（
大
森
忠
夫

保
険
法

（
有
斐
閣
・
昭
和
三
二
年
）
八
四
頁
）
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
射
倖
契
約
と
は
、
出
捐
の
不
確
実
性
な
ら
び
に
そ
の
結
果
と
し
て
の
損
益
の
不
確
実
性
を
要
素
と
す
る
概
念

で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
う
ち
の
後
者
（

損
益
の
不
確
実
性

）
は
、
有
償
契
約
を
前
提
と
し
た
場
合
に
出
て
く
る
必
須
の
要
素
で
あ

る
（
拙
稿

射
倖
契
約
に
お
け
る
損
益
の
不
確
実
性

法
学
政
治
学
論
究

第
五
一
号
（
二
〇
〇
一
年
）
二
九
九
頁
以
下
）。
し
か
し
な

が
ら
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
旧
民
法
典
は
、
こ
の
中
の

出
捐
の
不
確
実
性

の
み
を
も
っ
て
射
倖
契
約
の
要
素
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
結
果
、

無
償
契
約
や
条
件
付
法
律
行
為
ま
で
も
が
射
倖
契
約
と
の
呼
称
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
草
案
条
文
は
、
本
文
中
で
述
べ
て
い

る
と
お
り
、

事
を
射
倖
契
約
と
混
同
し
て
い
る
と
い
い
う
る
が
、
こ
こ
で
出
て
く
る

射
倖
契
約

と
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
影
響
を

受
け
た
概
念
で
は
な
く
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
草
案
の
影
響
を
強
く
受
け
た
定
義
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
我
が
国
に
お
け

る
射
倖
契
約
概
念
に
は
、
①
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
影
響
を
受
け
た
、

出
捐
の
不
確
実
性

と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の

損
益
の
不
確
実

性

を
要
素
と
す
る
も
の
と
、
②
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
旧
民
法
典
草
案
に
沿
革
を
有
す
る

出
捐
の
不
確
実
性

の
み
を
も
っ
て
射
倖
契
約
た

る
呼
称
を
与
え
る
も
の
の
ふ
た
つ
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
挙
げ
た
現
行
民
法
典
草
案
に
お
け
る

事

と
は
、
こ
の
う
ち
の
後
者
を
も

っ
て
定
義
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
に
、
射
倖
契
約
=

事
と
い
う
誤
謬
を
生
み
出
す
遠
因
が
あ
る
と
い
え
な

く
も
な
い
。

（
18
）

こ
の
考
え
方
に
反
対
す
る
も
の
と
し
て
、
森
田
果

射
倖
契
約
は
な
ぜ
違
法
な
の
か

N
B
L八
四
九
号
三
五
頁
以
下
（
二
〇
〇
七

年
）。
な
お
、
こ
の
考
え
方
に
潜
む

根
本
的
な
誤
謬

に
関
し
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
14
）に
て
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

（
19
）

以
下
は
、
前
掲
注（
14
）・
八
〇
頁
以
降
に
よ
る
。
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（
20
）

以
下
は
あ
く
ま
で
私
の
憶
測
で
あ
る
が
、
今
日
の
用
語
法
と
し
て
は
、

事

と
い
う
用
語
よ
り
も
む
し
ろ

博

と
い
う
用

語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
は
刑
法
上
の

博

罪
（
刑
法
一
八
五
条
以
下
）
と
の
用
語
の
整
合
性
の
た
め
の
用
語
法
か

と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
な
ぜ

博
戯

事

で
は
な
く

博

と
い
う
用
語
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
に

対
し
て
、
私
は
確
た
る
答
え
を
用
意
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
件
に
関
し
て
の
読
者
諸
賢
の
ご
教
示
を
乞

う
次
第
で
あ
る
。

（
21
）

こ
の
部
分
の
議
事
録
を
見
る
限
り
、
委
員
の
間
か
ら
は
射
倖
契
約
の
一
般
的
無
効
原
因
た
る
第
七
百
三
條
二
項
に
つ
い
て
の
明
確
な

議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
筆
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が
射
倖
契
約
に
お
け
る
主
観
的
偶
然
性
の
原
則
を
指
し
示
し
た
射
倖
契
約

独
自
の
法
律
行
為
の
有
効
要
件
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
拙
稿

射
倖
契
約
に
お
け
る
コ
ー
ズ
の
法
理

神
戸
学
院
法
学
第
三
四
巻
三

号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
五
三
頁
以
下
。

（
22
）

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
射
倖
契
約
を

博
と
同
一
視
し
て
捉
え
る
考
え
方
は
、
明
治
期
の
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
存
在
し
て
い
た

と
推
察
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
法
典
論
争
の
時
期
に
あ
た
る
明
治
二
二
年
に
、
岡
野
敬
次
郎
は
、

保
険
ハ

博
ニ
非
サ
ル
乎

法
学
協
会
雑
誌
第
六
七
号
七
巻
（
明
治
二
二
年
）
五
六
四
～
五
七
〇
頁
（
な
お
、
細
部
に
お
い
て
内
容
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
が
、
こ
の

の
ち
、
同
名
の
論
説
は

法
理
精
華

第
三
〇
号
五
巻
（
明
治
二
三
年
）
七
～
一
三
頁
に
再
録
さ
れ
て
い
る
）
と
い
う
論
説
を
発
表
し
、

こ
の
中
で
、
保
険
は
料
率
算
定
に
よ
り
掛
金
が
異
な
り
、
補
償
を
目
的
と
し
た
契
約
で
あ
る
こ
と
か
ら

博
と
は
異
な
る
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
。
日
本
人
初
の
商
法
専
門
学
者
で
あ
っ
た
岡
野
敬
次
郎
博
士
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
高
田
晴
仁
／
西
原
慎
治

岡
野
敬
次
郎
博

士
（
一
八
六
五
│
一
九
二
五
）
業
績
目
録

法
学
雑
誌
タ
ー
ト
ン
ヌ
マ
ン
三
号

（
一
九
九
九
）
三
四
九
頁
以
下
参
照
）
が
、
な
ぜ
こ
の

法
典
論
争
の
時
期
に
こ
う
し
た
論
説
を
発
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
今
後
の
日
本
の
近
代
化
に
向
け
て
、
日
本
に

保
険
制
度
を
定
着
さ
せ
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
促
そ
う
と
す
る
折
に
、
保
険
が

博
と
同
一
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
保
険
制
度
が
日
本

に
定
着
し
な
い
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
に
、
保
険
は
適
法
な
契
約
で
あ
り
、
社
会
の
発
展
上
必
要
不
可
欠
な
制
度
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
、

商
法
専
門
学
者
の
立
場
か
ら
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
論
説
を
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
か
よ
う
な
推
察
が
正
し
け
れ
ば
、
明

治
二
九
年
新
民
法
草
案
に
お
い
て
も
、
未
だ

射
倖
契
約
=

博

と
い
う
図
式
が
法
典
起
草
者
の
頭
か
ら
抜
け
き
れ
な
い
ま
ま
に
起
草

が
な
さ
れ
た
の
は
、
現
行
民
法
典
が
、
す
く
な
く
と
も
射
倖
契
約
に
関
し
、
意
思
自
治
な
い
し
私
的
自
治
と
い
う
原
則
を
真
に
理
解
し
な

い
ま
ま
に
法
典
が
編
纂
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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（
23
）

ド
イ
ツ
民
法
典
が
、
実
定
・
射
倖
契
約
を
法
典
の
上
で
認
め
な
か
っ
た
理
由
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
が
ラ
エ
シ
オ
・
エ
ノ
ル
ミ
ス
の
法

理
を
法
典
上
に
取
り
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
14
）参
照
。

（
24
）

以
下
に
み
る
よ
う
に
、
我
妻
栄
は
い
わ
ゆ
る

博

と
い
う
用
語
を
用
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
現
行
民
法
典
草
案
が
い
う
と
こ

ろ
の

博
と
、
の
ち
に
み
る
最
近
の
現
代
型
取
引
に
関
す
る
裁
判
例
で
い
う
と
こ
ろ
の

博
と
の
間
で
概
念
の
断
絶
が
存
在
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

（
25
）

我
妻
栄

判
例
よ
り
見
た
る

公
の
秩
序
善
良
の
風
俗

民
法
研
究
Ⅱ

（
有
斐
閣
・
昭
和
四
一
年
）
一
五
一
頁
以
下
（
初
出
は

法
学
協
会
雑
誌
第
四
一
巻
五
号
（
大
正
一
二
年
））。
な
お
、
本
論
文
に
お
い
て
、
我
妻
栄
は
、

公
の
秩
序
善
良
の
風
俗

を
、

人
倫
に

反
す
る
も
の

人
身
の
自
由
を
極
度
に
制
限
す
る
も
の

営
業
の
自
由
の
制
限

家
の
制
度
に
関
す
る
行
為

他
人
の
無
思
慮
窮
迫

に
乗
じ
て
不
当
の
利
を
博
す
る
こ
と

射
倖
性

国
民
経
済
上
の
障
害
と
な
る
も
の

道
義
観
念
に
反
す
る
も
の

の
諸
類
型
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
加
え
て
い
る
。

（
26
）

問
題
と
な
る
の
は
、

こ
れ

が
指
す
内
容
で
あ
る
。
も
し
、

こ
れ

が
射
倖
契
約
一
般
の
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

我
妻
説
は
、

射
倖
契
約
は
一
般
的
に
無
効
で
あ
る
が
、
特
に
法
が
こ
れ
を
許
容
し
た
場
合
に
の
み
、
有
効
と
な
る
。

と
い
う
考
え
方
で

あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
文
中
で
述
べ
る
よ
う
に
、
筆
者
は
、
我
妻
説
を
、

著
し
く
射
倖
的
な
契
約

を

民
法
九
〇
条
に
よ
っ
て
無
効
と
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
通
常
の
射
倖
契
約
は
有
効
で
あ
る
が
、
著
し
く
射
倖
的
な
契
約
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
特
に
法
が
こ
れ
を
許
容
し
た
場
合
に
は
有
効
と
な
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
妻
栄

債
権
各
論
上
巻

（
岩
波
書
店
・
昭
和
二
九
年
）
四
九
頁
以
下
に
見
ら
れ
る
、
射
倖
契
約
の
説
明
を
見
よ
。

（
27
）

我
妻
栄

新
訂
民
法
総
則

（
岩
波
書
店
・
昭
和
四
〇
年
）
二
八
二
頁
参
照
。

（
28
）

こ
の
意
味
で
、
厳
密
に
は
射
倖
契
約
と
は
い
え
な
い
契
約
で
あ
っ
て
も
、

著
し
く
射
倖
的

と
な
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。

（
29
）

た
と
え
ば
、
あ
る
法
律
行
為
が
、
刑
法
上
の

博
（
刑
法
一
八
五
条
）
に
該
当
す
る
た
め
に
、
そ
れ
が
民
法
九
〇
条
の

公
の
秩

序

に
反
す
る
事
項
を
目
的
と
す
る
法
律
行
為
で
あ
る
と
し
て
、
当
該
法
律
行
為
の
無
効
を
導
き
出
す
と
い
う
考
え
方
を
例
に
挙
げ
て
み

よ
う
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
通
常
の
射
倖
契
約
の
中
に
は

博
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
に
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
私
法
上
の
訴
訟
と
し
て
は
、
当
該
法
律
行
為
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
側
に
、
積
極
的
に
そ
の
社
会
的
有
用
性
等

を
立
証
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
思
考
方
式
が
、
意
思
自
治
・
私
的
自
治
を
基
調
と
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し
た
契
約
│
│
当
事
者
が
理
性
を
有
し
、
合
理
的
な
判
断
を
行
う
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
意
思
表
示
は
有
効
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る

│
│
と
い
う
思
考
方
式
と
は
全
く
逆
の
発
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
あ
る
い
は
、
射

倖
契
約
は
実
定
契
約
と
は
反
対
で
、
当
該
契
約
は
無
効
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
考
え
始
め
る
と
い
う
プ
リ
ン
シ
プ
ル
が
存
在
す
る
と

で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
?

（
30
）

本
判
決
と
同
種
の
判
決
群
と
捉
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
⑦
最
判
昭
和
二
九
年
八
月
三
一
日
（
民
集
八
巻
八
号
一
五
五
七
頁
）、
⑧

東
地
昭
和
三
九
年
七
月
二
八
日
（
判
時
三
九
三
号
四
二
頁
）、
⑨
最
判
昭
和
四
七
年
四
月
二
五
日
（
判
時
六
六
九
号
六
〇
頁
）、
⑩
東
高
昭

和
五
九
年
三
月
二
六
日
（
判
タ
五
二
七
号
一
〇
三
頁
）
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
が
、
⑪

博
債
権
の
譲
渡
を
異
議
な
く
承

諾
し
た
債
務
者
が
債
権
譲
受
人
に
対
し
て

博
契
約
の
公
序
良
俗
無
効
を
主
張
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
平
成
九
年
一
一
月
一

一
日
（
民
集
五
一
巻
一
〇
号
四
〇
七
七
頁
以
下
）
が
あ
る
。

（
31
）

本
判
決
と
同
種
の
判
決
群
と
捉
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
⑫
東
地
八
王
子
昭
和
四
二
年
六
月
一
四
日
（
判
タ
二
〇
九
号
二
一
三
頁
）、

⑬
東
高
昭
和
四
三
年
六
月
一
八
日
（
判
タ
二
二
七
号
二
二
〇
頁
）、
⑭
東
高
昭
和
四
五
年
一
一
月
一
八
日
（
判
時
六
二
〇
号
四
九
頁
）、
⑮

最
判
昭
和
四
六
年
四
月
九
日
（
民
集
二
五
巻
三
号
二
六
四
頁
）
が
あ
る
。

（
32
）

同
種
の
判
決
と
し
て
、
⑰
名
古
屋
地
平
成
六
年
五
月
二
七
日
（
判
タ
八
七
八
号
二
三
五
頁
）
が
あ
る
。

（
33
）

⑱
判
決
の
判
例
研
究
と
し
て
、
拙
稿

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
の
効
力
（
判
例
研
究
）

法
学
研
究
第
八
〇
巻
九
号
参
照
。

（
34
）

同
種
の
判
決
と
し
て
、
⑲
仙
台
地
平
成
一
九
年
九
月
五
日
（
判
タ
一
二
七
三
号
二
四
〇
頁
）
が
あ
る
。

（
35
）

な
お
、
金
融
商
品
取
引
法
に
お
い
て
は
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
は
有
価
証
券
の
定
義
の
よ
う
に
包
括
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
①
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
包
括
的
定
義
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
規
定
内
容
は
極
端
に
抽
象
的
な
も
の
と
な
り
、
規

制
の
透
明
性
・
予
見
可
能
性
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
り
、
②
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
定
義
は
、

博
罪
（
刑
法
一
八
五
条
）
に
係
る
違
法

性
阻
却
の
範
囲
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
罪
刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
明
確
性
が
特
に
強
く
要
請
さ
れ
る
こ
と
が
い
わ
れ
る
。
こ

の
後
者
の
理
由
は
、
刑
法
上
の
問
題
で
あ
り
、
私
法
上
、
デ
リ
ィ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
が
民
法
九
〇
条
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
解

答
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
小
島
宗
一
郎
／
松
本
圭
介
／
中
西
健
太
郎
／
酒
井
敦
史

金
融
商
品
取
引
法
の
目

的
・
定
義
規
定

商
事
一
七
七
二
号
二
三
頁
（
二
〇
〇
六
年
）、
近
藤
光
男
／
吉
原
和
志
／
黒
沼
悦
郎

金
融
商
品
取
引
法
入
門

（
商
事

法
務
・
二
〇
〇
九
年
）
四
五
頁
参
照
。
金
融
商
品
取
引
法
が
念
頭
に
お
く
金
融
商
品
は
射
倖
契
約
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の
が
多
い
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け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
私
法
上
の
効
力
は
ど
の
よ
う
に
法
律
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
?

あ
る
い
は
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
昭
和
一

三
年
体
制
の
確
立
以
降
、
規
制
行
政
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
私
法
は
口
を
つ
ぐ
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
?

（
36
）

大
森
忠
夫

保
険
法

（
有
斐
閣
・
昭
和
三
二
年
）
八
四
頁
、
倉
澤
康
一
郎

射
倖
契
約
と
条
件
の
法
理
│
損
害
保
険
契
約
法
論
の

た
め
に
│

法
学
研
究
四
三
巻
三
号
（
昭
和
四
五
年
）
一
八
九
頁
以
下
〔

保
険
契
約
の
法
理

（
慶
應
通
信
・
昭
和
五
〇
年
）
所
収
、
一

六
二
頁
以
下
〕、
石
田
満

商
法
Ⅳ
（
保
険
法
）
（
青
林
書
院
新
社
・
昭
和
五
三
年
）
三
七
頁
、
田
中
誠
二
／
原
茂
太
一

新
版
保
険
法

（
全
訂
版
）
（
昭
和
六
二
年
・
千
倉
書
房
）
一
〇
八
頁
、
西
島
梅
治

保
険
法
（
第
三
版
）
（
悠
々
社
・
平
成
一
〇
年
）
八
頁
、
坂
口
光

男

保
険
法

（
文
真
堂
・
平
成
三
年
）
三
七
頁
、
田
辺
康
平

新
版
現
代
保
険
法

（
文
真
堂
・
平
成
七
年
）
三
三
頁
、
加
藤
勝
郎
・
金

沢
理
編

保
険
法
・
海
商
法
要
説

（
青
林
書
院
・
平
成
八
年
）
八
頁
、
鈴
木
達
次

射
倖
契
約
の
法
的
構
造
に
関
す
る
一
考
察

法
学

政
治
学
論
究
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
）
第
三
〇
号
（
平
成
八
年
）
二
五
一
頁
、
拙
稿

射
倖
契
約
に
お
け
る
損
益
の
不
確

実
性

法
学
政
治
学
論
究
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
）
第
五
一
号
（
平
成
一
三
年
）
二
九
九
頁
以
下
。

（
37
）

保
険
契
約
と

博
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
は
、
大
森
忠
夫

保
険
契
約
の
法
的
構
造

（
昭
和
二
七
年
・
有
斐
閣
）

一
四
一
頁
以
下
が
有
名
で
あ
る
。

（
38
）

こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
山
下
友
信

保
険
法

（
有
斐
閣
・
平
成
一
七
年
）
七
二
頁
以
下
。

（
39
）

注（
35
）に
て
金
融
商
品
取
引
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
金
融
商
品
の
私
法
上
の
契
約
構
造
の
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
と
指
摘
し
た
こ
と

に
加
え
、
現
代
型
取
引
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
が
民
法
九
〇
条
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
前
掲
⑲
仙
台
地
判
平
成
一

九
年
九
月
五
日
（
判
タ
一
二
七
三
号
二
四
〇
頁
）、
前
掲
⑱
東
京
地
判
平
成
一
七
年
一
一
月
一
一
日
（
判
時
一
九
五
六
号
一
〇
五
頁
）
を

ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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